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陳情第５８ 号 
従軍慰安婦問題の事実と，正しい歴史認識を国際社会に伝

えていくことを国に求める陳情 

付 託 委 員 会  総務委員会 

 

 平 成４ 年９ 月 25日， 調布 市議 会は 「従 軍慰 安婦 問題 の真 相究 明と 補償

を求 める 意見 書」 を可 決し ，内 閣総 理大 臣， 外務 大臣 ，大 蔵大 臣， 防衛

庁長 官へ 提出 して いま す。  

 当 時の 背景 にあ った 従軍 慰安 婦問 題に つい ては ，平 成 26年８ 月５ 日付

朝日 新聞 が， その きっ かけ とな った 同社 の強 制連 行の 証言 記事 が虚 偽に

基づ いた 誤報 であ った こと を認 め関 連記 事を 取り 消し てい ます 。  

 ま た， 文中 で紹 介さ れて いる スマ ラン 慰安 婦事 件， いわ ゆる オラ ンダ

慰安 婦事 件に つい ても ，そ の公 判記 録が 当時 の日 本軍 がア ジア ・太 平洋

地域 にお いて 組織 的な 「慰 安所 」を 経営 して いた こと とあ わせ て強 制性

を裏 づけ るも のと して 示し てい ます が， 実際 は軍 紀違 反の 行為 であ り，

戦後 ，連 合軍 によ る戦 犯裁 判の 公判 記録 から も組 織的 強制 がな かっ たこ

とは 明ら かで 事実 と全 く異 なり ます 。  

 こ のよ うに ，事 実と 異な る歴 史認 識が 意見 書の 根拠 とな って いる こと

はま こと に遺 憾で あり ，調 布市 の名 誉に もか かわ る重 大な 事実 誤認 に基

づい た意 見書 と言 える でし ょう 。  

 ま た， 未来 を担 う子 ども たち へは ，史 実を 正し く伝 えて いく こと が大

切で あり ，そ れが 現代 に生 きる 私た ちの 責務 と考 えま す。  

 よ って ，調 布市 議会 にお かれ まし ては ，国 に対 して ，事 実を 追及 して ,

正し い歴 史認 識を 国際 社会 に伝 える 努力 をさ れる よう 強く 求め る意 見書

の提 出を 陳情 しま す。  


